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１．はじめに 

 

路上駐車は，道路交通問題の大きな問題の一つである． 

違法な路上駐車は，駐車された車両が他の車両の進行

を妨げることによって交通の円滑性が低下するほか，交

通事故の要因ともなっている．事故は，追突事故等路上

駐車車両が直接関係する事故だけでなく，路上駐車車両

の存在によって車線変更の必要性や視界不良が生じ，そ

の結果発生する言わば間接的な事故も含めるべきであり，

違法な路上駐車は，渋滞及び事故の交通2大問題の大き

な要因の一つとなっており，大きな社会的損失の原因と

なっている一方，今日の我々の生活は物資輸送に依存し

ており，世界屈指の配送システムや24時間営業のコンビ

ニエンスストアを支える根幹となっているなど，恩恵を

受けているのも事実である．このように，路上駐車は善

悪の2面性を持っており，このバランスの均衡点を探す

ことは，重要である反面，非常に難しいことである． 

路上駐車を取り巻く大きな出来事として，平成18年6

月より施行された改正道路交通法による駐車違反取締り

の民間委託制度の導入が挙げられる．民間委託制度の導

入により違法な路上駐車の取締りが強化され，その結果

警察庁交通局1)や小倉2)，正木ら3)等多くの報告がされ，

いずれにおいても違法な駐車車両が減少し，渋滞が緩和

したと報告されている．しかし，違法な路上駐車が消滅

したわけでなく，運転手が乗車した客待ちタクシー等，

依然として違法な路上駐車車両に等しい車両も多く存在

し，路上駐車問題が解決したわけではない．更には，

我々もその恩恵を受け，今や都市機能や経済活動に欠か

すことのできなくなった配送システムの足元と支える集

配トラックに大きな打撃を与え，人件費や配送に要する 
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時間の増加に伴い，配送業者の経営悪化や経済活動への悪

影響を招いていることも事実である．このような実態は，

制度と現実との乖離や，制度の矛盾に起因しており，駐車

の秩序は失われている状態と言っても過言ではない． 

本稿の著者の一人である桑原4)は，路上駐車問題に対

し，事故と渋滞に負の影響を与えている一方で，現在の

物流は一定の路上駐停車によって成り立っていることも

事実であり，これからの路上駐車管理のあり方として，

これらの損益をどこでバランスさせるのか，提言を行っ

ている．森本5)は，路上駐車場整備の考え方を整理し，

都市政策にあわせた適切な設置場所を検討するとともに，

道路の持つ階層機能に着目して幹線道路と補助幹線道路

と使い分けを明確化することが重要である．また条件付

きの対象として，・交通安全上の問題が発生しにくい個

所 ・交通量が比較的少なく，渋滞発生の可能性が低い

個所 ・沿道施設との出入り口から一定距離離れている

こと ・許可時間帯が交通需要から適切であること と

述べている．中村ら6)は，ヨーロッパを始めとする先進

諸国の事例を考慮し，路上駐車を考慮した街路構造につ

いて提案しており，道路が持つ機能の差に応じ適宜差別

化を行い，街路空間の質の向上を図ることが，安全で快

適な街路空間，魅力あるまちづくりには重要であると述

べている．本稿の著者の一人である田中ら7)，8)は，路上

駐車が交通流に与える影響を評価し，更にその影響を抑

えた路上駐車の方法の提案を行っている．交通工学研究

会の自主研究活動として活動している中村を代表とした

駐車管理に関する研究グループ9)は，メリハリのある路

上駐車管理の実現に向けた各種提案を行っており，その

中で路上駐車場所の設計や路上駐車の運用等から構成さ

れる「都市内路上駐車管理のツールボックス」(仮題)の

提案を行っている． 

現在，国内で路上を駐停車帯としての活用事例は，一

定費用を支払うことで決められた時間内は駐車できるパ

ーキングメーター10)や，図-1及び図-2に示した様に，幾

つかの制約条件下で特定の車両の利用を認めた荷捌き帯

やタクシー停車帯が挙げられる．これらは交通流に与え

る影響を考慮し，時間帯や運用場所を定め，路上駐車が

持つ善悪の両面をバランスさせた，駐車管理の一つのあ

り方と言える． 



本研究は，都市部において発生している路上駐車問題

に起因する渋滞緩和を目的とし，新たな道路運用方法と

して動的レーンを導入し，かつ時間帯や曜日等交通状況

に応じその活用方法を多目的に利用する，多目的動的レ

ーンを提唱したものである．本稿では，高知県高知市の

国道32号をケーススタディに，導入の提案と導入効果予

測について報告する． 

 

 

図- 1 荷捌き駐車帯の例（東京都渋谷区） 
 

 

図- 2 タクシー駐車帯の例（香川県高松市） 
 
２．動的レーン整備の提案 

都市部の駐停車に起因する渋滞緩和策の一つとして，

動的レーン整備による渋滞緩和施策を提案する． 

 
道路は本来自動車や歩行者等が通行するためのもので

あり，必要な施設又は工作物については「道路の付属

物」と法律で定められ，整備されている．一方，前述の

ように，現在の都市活動には欠かす事ができない物流等

は一定の路上駐停車の上によって成り立っており，多く

の人々が少なからずその恩恵を受けている事は事実であ

る．現在，パーキングメーター等，種々の条件を満たし

た上で整備されている施設もあるものの，幾つかの問題

が挙げられる．1つ目は，費用，特に維持運営費の問題

である．例えばパーキングメーターの場合，整備及び運

営には一定の費用が必要である．通常は先行投資による

整備を行い，その後料金収入により投資の回収及び維持

管理費を捻出するのが一般的であるが，都市の規模が一

定以下の場合や経済水準が高くない地方都市等では，需

要や価格（単価）とのバランスから，整備費用の回収だ

けではなく，維持管理費が料金収入より大きな金額とな

り，導入及び運営が困難な場合も少なくない．また駐車

車両の他に，客待ちタクシー等の停車車両の存在もあり，

通行する車両に対してはどちらも通行を妨げる障害であ

るため，停車車両の問題もある．このような現状と理想

とされている状態との間には乖離が生じており，駐車問

題の要因と考えられる． 

また，都市部に路上駐車以外の交通問題として，公共

交通の問題が挙げられる．本研究で言う公共交通の問題

は，主にバスの遅れの問題であるが，バスが渋滞に巻き

込まれることで時刻表より大きく遅れた運行が日常化す

ることで，自家用車への転換等のバス離れが進み，更な

る渋滞の悪化と言った負のスパイラルの問題である．近

年，渋滞緩和や環境保護の観点から，公共交通利用促進

が提唱され，その一環としてバス専用レーンやバス優先

レーンが整備されている．この施策は，主に朝夕のピー

ク時にバスの運行を支援するもので，一般車両より公共

交通に重きを置き，特定の区間・時間帯においてのみ一

定バスと一般車両を区別したもので非常に有効な施策で

ある．しかし，バスレーンの占有状況は他のレーンと大

きく異なっている． 

一方，都市部の道路において，基本的に交通容量が最

も制約を受けるボトルネックとなる個所は信号交差点で

ある．信号交差点の容量は，式(1)に示すように，信号

のサイクル長と青時間の比率の影響を最も大きく受ける． 

 

C
GSTC ⋅= 0  (1) 

TC：対象とするアプローチの交通容量[veh/h] 
S0：飽和交通流率の基本値[veh/h] 
G：対象とするアプローチの有効青時間長[sec/cycle] 
C：サイクル長[sec] 
 

一方，信号交差点部以外の単路部では，基本的には飽

和交通流率の基本値の交通が捌くことが可能であり，交

差点及びその前後の交通容量をいかに確保するかが大き

なポイントとなる． 

そこで，新たな道路利用方法の一つとして，動的レー

ン整備を提案する．提案する動的レーンとは，種々の現

地交通状況を考慮し，区間や時間帯によってレーンの運



 

図- 3 国道32号対象区間の概要（高知県高知市） 
 
用を動的なものとし，柔軟かつ多目的に活用する案であ

る．なお具体的な内容については次章で説明する． 

 
３．ケーススタディ 

本稿でケーススタディに用いる区間，国道32号はりま

や交差点～県庁前交差点（平成17年度センサス11）調査単

位区間番号1013）1.0kmである．同区間は図に示した様

に片側3車線の国道で，主な特徴として，道路中央の路

面電車軌道と，それに伴い用地的な理由により右折専用

レーンは未整備である．また平成18年6月より駐車違反

の最重点路線として指定されている，高知県庁や高知市

役所といった官公庁や商業ビルが多い県都高知市の中心

部である．交通センサスによれば交通量は33,811台(平

日24時間)となっており，名実共に高知のメインストリ

ートである．しかし，一般的には日交通量34,000台は片

側2車線の道路で捌ける交通量であるが，図-4に示す様

に，同区間は四国内の渋滞損失時間ワースト区間上位に

毎年入る四国有数の渋滞区間となっているのが現実であ

る． 

渋滞原因として，第2車線への交通集中が挙げられる．

図-5は対象区間の現状イメージであるが，第1車線は違

法な駐車車両や停車車両，また朝夕はバス専用レーンが

運用されている．また第3車線は右折車が滞留しており，

そのため図-6の様に，大半の車両が中央の第2車線に集

中し，実質1車線で大半の交通を捌いていることが最も

大きな原因と推測される．図-7は対象区間内に設置され

ている車両感知器のある平日の結果であるが，日中は交

通量及び占有率共に，第1車線及び3車線に比べ第2車線

が高くなっており，第2車線に集中していることが読み

取れる． 

以上を考慮し，図-8に示す様に動的レーン整備の提案

を行う． 

 

 

図- 4 四国の渋滞損失時間ワースト10区間 
提供：土佐国道事務所 

 

 
図- 5 車線閉塞の概要 

 

 
図- 6 対象区間の現状 

 



 
図- 7 交通量と占有率 

 

４．おわりに 

本稿では，都市部において発生する路上駐停車等に起

因する渋滞緩和策の一つとして，動的レーン整備の提案

を行った．今後は関連する法令の整理や想定される課題

及びその解決方法の検討，導入した際の効果予測等，実

現に向けた研究を行う予定である． 
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図- 8 動的レーンの整備イメージ（上：現状，下：提案） 
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